
◆２学期スタート「あいさつ」から始まる心の変化 

９月１日（火）、２学期の始業式を迎えました。 

一か月半の夏休みを終え、新たな気持ちで新学期の

スタートです。とはいえ、休み明けの気持ちの切り替えは

難しいもの。学校では、この「心のコントロールの難しさ」

にしっかりと寄り添いながら、一人ひとりの支えとなれるよ

う努めてまいります。ご家庭におかれましても、お子様の

様子を温かく見守っていただき、気になる点や不安なこと

がございましたら、遠慮なく担任等へご相談ください。 

さて、本日の始業式では、生徒と教職員に向けて「あ

いさつから始まる心の変化」についてお話ししました。 

あいさつは大切なマナーですが、近年の脳科学の研

究では、脳を活性化させ、モチベーションを高める効果

があることが分かっています。自ら進んで声をかけると、

脳内では意欲をもたらす「ドーパミン」や、安心感を与え

る「オキシトシン」といった物質が分泌されます。つまり、

自分から交わす朝の「おはよう」が、脳の「やる気スイッチ」

を押し、前向きな一日をスタートさせる力になるのです。 

夏休み明けの「なんだか気が重い」という気持ちは、脳

が不安を感じて頭の中でぐるぐると考え込んでしまうこと

で起こります。この状態を解きほぐす一番の方法は、「お

はよう」と一言声を出すことだそうです。このたった１秒の

行動によって、脳は「ここは自分にとって安全な場所だ」

というサインを受け取り、心を安定させます。つまり、「元

気になったからあいさつをする」ということではなく、「あい

さつをするから脳が安心し、元気が湧いてくる」という

仕組みです。 

本校の「篠中五箇条」の第一条

【元気】の中にも、あいさつの励行

が掲げられています。この２学期、

あいさつ一つから生まれる自分自

身の心の変化、そして学校全体の

温かい変化を、生徒たちと共に実

感していきたいと考えています。 

今学期も本校の教育活動への

ご理解とご協力をよろしくお願いい

たします。 

 
◆三者面談ありがとうございました 

 7月 21日～29日に三者面談を実施しました。保護

者の皆様におかれましては、暑さの厳しい中、三者面

談にご参加いただき、誠にありがとうございました。 

面談では、ご家庭での様子をお聞かせいただくとと

もに、本校の教育活動等についても様々なご意見をい

ただきました。皆様のお声をしっかりと受け止め、今

後の教育活動の改善に活かしてまいります。 

◆夏休み期間中の生徒の活躍（中体連団体は県大会

以上、個人は筑前地区大会３位以上の紹介） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆心の SOS を感じたら、気づいたら 

 以下に示すのは、福岡県教育委員会が作成したリー

フレットの一部です。心の SOS を感じたら、気づい

たら、「自分ひとりでなんとかしよう」とせず、まず

は誰かに相談です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９
篠 栗町 立篠 栗中 学校

校 長 岩 村 慶 悟

生徒数 ５８０名

１年生 １７９名

2年生 ２０９名

3年生 １９２名

篠栗中生徒会 

マスコットキャラクター 

「ささ助」 

※名前や学校名を言わずに相談できます 

・柔道部男子団体 筑前第４位 県大会出場 

・柔道部女子団体 筑前優勝 県大会出場 

・吹奏楽部 筑前地区吹奏楽コンクール 銀賞  

福岡県大会予選出場 

・科学の甲子園ジュニア 工藤・瓜生・平田チーム 地区優勝  

県大会出場 

・女子ソフトテニス 明松・藤下ペア 筑前３位 県大会出場  

・陸上三段跳び 藤野翔太（３年）筑前２位 県大会出場 

・陸上低学年 100mH篠原一志（２年）筑前優勝 県８位 

・陸上２年男子 100m田中李空（２年）筑前２位 県大会出場 

・陸上低学年男子 4×100mR 篠原・鶴・石井・田中 筑前２位  

県大会出場 

・柔道 栗原大斗（３年）筑前優勝 県大会出場 

・柔道 川﨑希（３年） 筑前優勝 県２位 九州大会出場 

・柔道 宮崎愛菜（３年） 筑前優勝 県３位 

・柔道 栗原千大（２年） 筑前３位 県大会出場 

・柔道 川分千華（１年） 筑前３位 県大会出場 

・相撲 郡嶋大史（１年） 筑前３位 県大会出場 

・放送局 明松愛子（３年）アナウンスコンテスト 県２位  

全国大会出場 

・放送局 若本結名（２年）アナウンスコンテスト 県大会出場 


